
 

 

 

第 22 回須賀川市少年の主張大会及び令和７年度 

須賀川市青少年健全育成推進大会の開催について 

 

 

 

報道機関各位 

中学生が、日頃考え感じていることを広く社会に向けて発表する機会を提供し、青少

年の健全育成について理解を深めるため下記大会を開催します。 

つきましては当日の取材及び記事掲載等よろしくお願いいたします。 

                 記 

１ 日  時  令和７年８月６日（水） 午後１時 30 分～午後４時 30 分 

２ 場  所  須賀川市民交流センター たいまつホール 

３ 内  容   

（１）第 22 回須賀川市少年の主張大会（13:40～14:50） 

市内中学校及び義務教育学校代表生徒 10 人による発表 

（２）令和７年度須賀川市青少年健全育成推進大会（15：00～15：50） 

    講師 シニアリーダーズクラブＯＢ会 glanz 代表 渡邉 莉央 

    演題 「モチベーションのスイッチ～”やらされる“から”やってみたい“へ～」 

４ 定  員  200 名（発表者・引率者・審査委員含む） 

５ 送付文書  開催要項、審査委員及び発表者一覧 

須賀川市報道発表資料 

 

令和７年７月２５日 

＜問い合わせ先＞ 

担当：市民協働推進課 遠藤 

直通電話：０２４８－９４－４４３２ 

Ｅメール：shiminkyodo@city.sukagawa.fukushima.jp 

Sukagawa City Press Release 
共につくる 住み続けたいまち すかがわ 



 

第２２回須賀川市少年の主張大会開催要項 

令和７年度須賀川市青少年健全育成推進大会要項 

 

１ 目  的 

  多感で、かつ人格を形成するうえで重要な時期にある中学生が、日頃考え感じていることを

広く社会に向けて発表する機会を提供することにより、青少年への理解と認識を深めるととも

に、青少年の健全育成を一層推進する。 

   

２ 日  時  令和７年８月６日（水）午後１時３０分～午後４時３０分 

 

３ 会  場  須賀川市民交流センター たいまつホール 

 

４ 定  員  ２００名（発表者・引率者、審査員含む） 

 

５ 主  催  須賀川市教育委員会 

須賀川市 

須賀川市明るいまちづくりの会連絡協議会 

須賀川市少年センター 

 

６ 協  力  岩瀬地区小・中学校長協議会、須賀川地区保護司会、 

福島県教育庁県中教育事務所、福島県高等学校生活指導協議会須賀川支部 

 

７ 参加対象  学校関係者、保護者、須賀川市明るいまちづくり連絡協議会会員 

                青少年健全育成関係機関・団体関係者、一般市民 

 

８ 司  会  ジュニアボランティア 

        

９ 日  程 

 13:20   13:30     13:40              15:00            16:00       16:30 

開 場 開会式 少年の主張発表 
青少年健全育成推進大会 

表彰式 閉会 
少年の主張大会審査会 

  

10 内  容   

（１）少年の主張大会 市内中学・義務教育学校代表生徒１０人による発表 ※１人５分以内 

（２）青少年健全育成推進大会 

講演 講師：シニアリーダーズクラブＯＢ会 glanz 代表 渡邉 莉央 

     演題：「モチベーションのスイッチ～”やらされる“から”やってみたい“へ～」 

     内容：シニアリーダーズクラブやＯＢ会 glanz での活動について 

 

 

 

 

 



 

11 表  彰 

（１）最優秀賞 １名（賞状授与） 

（２）優 秀 賞 ４名（同上） 

（３）優 良 賞 ５名（同上） 

（４）そ の 他 出場者全員に参加賞（図書カード）を授与する。 

 

12 少年の主張県大会への推薦 

  最優秀賞受賞者１名及び優秀賞受賞者４名について、第４７回少年の主張福島県大会（令和

7年 9月 25 日（木）・喜多方プラザ文化センター）への出場候補者として、福島県青少年育成

県民会議へ推薦する。 

 

13 発表内容 

  テーマは自由とし、社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案、家庭・学校生活・社

会(地域活動)及び身の回りや友達との関わりなど、心に思い考えていることや感じていること

を、自由でユニークな発想で、飾り気のない言葉でまとめたもの。原稿は未発表、自作のもの

に限る。 

  なお、商業的な固有名詞の使用は極力避けるようにする。 

 （良い例：○○県にあるある旅館 悪い例：○○県にある○○旅館） 

 

14 発  表 

  発表時間は１人５分以内として、自由に発表する。 

 

15 応募方法 

（１）推薦書に原稿を添えてメールにて提出する。 

（２）原稿は４００字詰め原稿用紙４枚以内とし、Word 形式横書きのデータにより提出する。 

（３）各学校から１名を推薦する。 

 

16 推薦書類及び原稿提出期限 

（１）期  日  令和７年７月４日（金） 

（２）場  所  須賀川市市民協働推進部市民協働推進課（市民交流センター内） 

（３）連 絡 先  電話：0248－94－4432  

E-Mail：shiminkyodo@city.sukagawa.fukushima.jp 

（４）提出方法  上記アドレスに推薦書類及び原稿データを送付 

 

17 審査員  須賀川市内外の教育関係者 ５名 

              ※岩瀬地区小・中学校長協議会２名、県中教育事務所１名、保護司会１名、 

県高等学校生徒指導協議会須賀川支部１名 

 

18 その他 

（１）発表時間についても評価対象とすることから、発表時間に留意すること。 

（２）発表原稿については、作品集として発表者及び市内各学校に配布するほか、広報すかがわ

等に掲載する。 

（３）主張発表時の様子については、ウルトラ FM による音声収録のほか、映像収録も行う。収録

映像については、後日各学校に配布を行う。 

（４）その他要項に定める内容に変更ある場合は、都度通知する。 



【審査委員】

区分 氏名

1 審査委員長 市川
いちかわ

　知広
ともひろ

2 審査委員 鈴木
す ず き

　あや子
こ

3 審査委員 尾又
お ま た

　寛子
ひ ろ こ

4 審査委員 溝井
み ぞ い

　光夫
み つ お

5 審査委員 中村
なかむら

　充幸
みつゆき

発表順 学校名 学年 氏名

1 長沼中学校 3 添田
そ え た

　美
み

衣
い

奈
な

2 岩瀬中学校 3 七海
なな うみ

　愛奈
あ い な

3 第一中学校 3 津吹
つ ぶ く

　直孝
なおたか

4 第二中学校 3 遠藤
えんどう

　かのん

5 第三中学校 3 関根
せ き ね

　末夢
み う

6 西袋中学校 3 須釜
す が ま

　夕結
ゆ い

7 稲田学園 9 深谷
ふ か や

　奏介
そうすけ

8 小塩江中学校 3 塩田
し お だ

　希羽
の の は

9 仁井田中学校 3 栁沼
やぎぬま

　沙奈
さ な

10 大東中学校 3 三瓶
さんぺい

　彰大
あきひろ

※発表順は年ごとにローテーションで決定

【司　会】

氏名

1 鈴木
す ず き

　悠仁
ゆ う と

2 阿部
あ べ

　心咲
み さ き

学校名・団体名

ジュニアボランティア（第一中）

ジュニアボランティア（第二中）

私のプライド

「支えてもらう側」から「支える側」へ

普通の日々を大切に

野球は成長させてくれるから…

司会担当区分

開会式、主張発表、推進大会、表彰式

短所が導く私の長所

開会式、主張発表、推進大会、表彰式

第22回須賀川市少年の主張大会関係者一覧表

【発表者】

役職

天栄村立天栄中学校　校長

福島県教育庁県中教育事務所 社会教育主事

須賀川市立白方小学校　教諭

須賀川地区保護司会　副会長

福島県高等学校生活指導協議会須賀川支部　支部長

演題

私を変えたもの

思い込みのこと

争いのない世の中に

「一人の人間」として

心も身体も動かしたい！！


